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 責  任  者 
校長　加藤　晃一

「
最
高
の
思
い
出
と
大
き
な
成
長
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校
長

　加
藤

　晃
一 

　９
月
に
入
っ
て
も
、
猛
暑
日
が
続
く
毎
日
で
し
た
が
、

月
に
な
る
と
少
し

10

ず
つ
暑
さ
も
和
ら
ぎ
、
特
に
朝
夕
は
、
少
し
肌
寒
く
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
道

路
沿
い
や
田
ん
ぼ
の
あ
ぜ
道
に
彼
岸
花
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
秋
の
訪
れ

を
感
じ
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。
２
学
期
が
ス
タ
ー
ト
し
て
一
ヶ
月
あ
ま
り
が
過
ぎ

ま
し
た
。
そ
の
間
、
生
徒
た
ち
は
「
里
幼
・
小
・
中
合
同
運
動
会
」、「
修
学
旅
行
」
と
大
き
な
行

事
を
経
験
し
ま
し
た
。 

　夏
休
み
が
終
わ
る
と
す
ぐ
に
里
幼
・
小
・
中
合
同
運
動
会
に
向
け
、
応
援
団
の
練
習
が
始
ま
り

ま
し
た
。
里
小
学
校
児
童
と
の
合
同
練
習
で
す
。
応
援
団
長
を
中
心
に
中
学
生
が
小
学
生
に
丁
寧

に
教
え
て
い
る
姿
に
頼
も
し
さ
を
感
じ
ま
し
た
。
ま
た
、
小
学
生
に
は
少
し
難
し
い
の
で
は
？
と

感
じ
た
演
舞
で
し
た
が
、
大
き
な
声
を
出
し
な
が
ら
日
々
、
上
達
し
て
い
く
小
学
生
の
姿
に
感
心

し
ま
し
た
。
今
年
は
、
薩
摩
川
内
市
誕
生

周
年
の
節
目
の
大
会
で
も
あ
り
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
準
会
員
の
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皆
様
に
よ
り
、
立
派
な
緑
門
が
完
成
し
ま
し
た
。
雨
天
順
延
で
実
施
さ
れ
た
運
動
会
当
日
は
、
日

差
し
も
和
ら
ぎ
絶
好
の
運
動
会
日
和
と
な
り
ま
し
た
。
運
動
会
の
テ
ー
マ
は
「Grab  Victory! 

  

島
に
刻
む
最
高
の
運
動
会
」。
園
児
代
表
の
開
会
宣
言
で
始
ま
っ
た
運
動
会
は
、
幼
児
・
児
童
・

生
徒
の
全
力
疾
走
、
幼
稚
園
児
の
お
ゆ
う
ぎ
、
小
学
校
の
里
小
唄
、
中
学
３
年
生
親
子
競
技
な
ど

大
会
は
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
応
援
団
の
エ
ー
ル
交
換
や
応
援
合
戦
は
、
練
習
の
成
果
を

十
分
に
発
揮
し
、
見
事
な
完
成
度
の
演
舞
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
大
会
運
営
に
頑
張
っ
た
役
員

の
皆
さ
ん
の
活
躍
も
光
っ
て
い
ま
し
た
。
実
行
委
員
長
・
副
委
員
長
の
相
翔
さ
ん
、
美
緒
さ
ん
、

優
勝
し
た
紅
組
応
援
団
長
凜
空
さ
ん
、
健
闘
し
た
白
組
応
援
団
長
怜
さ
ん
を
中
心
に
苦
労
も
多
か

っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
島
に
刻
む
最
高
の
運
動
会
を
作
り
上
げ
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。 

　運
動
会
が
終
わ
っ
て
間
も
な
い
９
月

日
か
ら
３
泊
４
日
の
日
程
で
修
学
旅
行
を
実
施
し
ま
し

30

た
。
３
年
に
一
度
、
全
校
生
徒
が
参
加
し
ま
す
。
福
岡
で
は
、
太
宰
府
天
満
宮
で
学
力
向
上
や
合

格
を
祈
願
し
、
九
州
一
の
巨
大
都
市
を
車
窓
や
福
岡
タ
ワ
ー
か
ら
眺
め
ま
し
た
。
長
崎
で
は
、
原

爆
投
下
の
惨
状
を
知
り
、
平
和
に
つ
い
て
改
め
て
考
え
ま
し
た
。
佐
賀
で
は
、
絵
付
け
を
体
験
し
、

宇
宙
技
術
や
弥
生
時
代
を
疑
似
体
験
し
ま
し
た
。
熊
本
の
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
で
は
、
大
声
で
絶
叫

し
な
が
ら
、
思
い
っ
き
り
楽
し
み
ま
し
た
。
生
徒
た
ち
は
、
修
学
旅
行
の
期
間
中
、
自
分
が
楽
し

む
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
参
加
し
た
全
員
が
気
持
ち
よ
く
過
ご
せ
る
よ
う
に
意
識
し
て
行
動

し
て
い
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。
時
間
や
マ
ナ
ー
を
守
る
こ
と
、
関
わ
っ
て
い
た
だ
い
た
方
々
へ
感

謝
の
気
持
ち
で
接
す
る
こ
と
、
そ
し
て
、
自
分
の
体
調
管
理
（
食
事
や
睡
眠
）
な
ど
、
日
を
追
う

ご
と
に
成
長
し
て
い
く
姿
が
あ
り
ま
し
た
。 

　二
つ
の
行
事
を
通
し
て
最
高
の
思
い
出
が
で
き
た
こ
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
成
長
に
つ
な
が
っ
た
こ

と
を
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
中
学
校
生
活
も
有
意
義
に
過
ご
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。 

     

福岡・長崎・佐賀・熊本を満喫した４日間 

９月30日～10月３日の日程で、３年に一度の
全校生徒で行く修学旅行。九州の各地を食べ
たり、見たり、体験したりして満喫しました。 

おいしかった太宰府天満
宮の角煮まん

チームラボフォレストで
の幻想的な世界を体験

福岡タワーでの夜景を見
ながらのディナー

暑かった長崎自主研修 

日本二十六聖人殉教地

千羽鶴を捧げた平和祈念公
園での平和集会

有田ポーセリングパークに
て湯呑の絵付け体験

弥生を感じた吉野ヶ里遺跡

楽しかった仲間との食事

宇宙を体感した佐賀県立宇宙科学館

満喫したグリーンランド

今年は緑門も出現！ 

薩摩川内市誕生20周年記念里幼小中合同運動会 

　９月23日（月）、前日の雨も上がり、涼しい秋
風のもと、里幼小中合同運動会が終了しました。
今年は、市政20周年と鹿島小編入を祝い、準会員
の有志の方々が前日から緑門を作ってくださり、
運動会を盛り上げてくれました。今年の運動会の
テーマ「Grab Victory～島に刻む最高の運動会～」
通り、勝利のために幼小中の子供達が協力して、
全力を出し切りました。応援団は、夏休みが明け
てからの約３週間、児童、生徒たちは短い期間の
中で精一杯練習を重ねてきて、本番当日は、両組
とも見事な応援団演舞でした。多くの地域や保護
者の方々、最後まで温かいご声援ありがとうござ
いました。

ふるさとを案内しました 

　９月26日、来島した東郷学園義務教育学校
の４年生を２年生13名が里地区を案内する
「アイランドガイド」が行われました。１学
期にガイドの心得について指導してくださっ
た塩田秀雄さんのおかげもあり、自信をもっ
て里の文化や自然をガイドしました。出会い
から打ち解け合い、港の別れではどちらも名
残り惜しい様子でした。 

　児童の感想～里中の皆さんが、優しく明る
い声ではっきりと説明してくれたおかげで分
かりやすかった。甑島にいるものをいっぱい
教えてくれて、家族ともう一回来て、学んだ
ことを私が教えてあげたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 
スムシに興味津々ウミガメで大喜び！

すっかり仲良くなりました 最後は航介さん司会の甑島クイズ大会

           
 

 

１日(金) 地域が育む「かごしまの教育」県民週間～７日 

２日(土) 文化祭  

５日(火）文化祭振替休日  

６日(水) ３年実力テスト～７日  

11日(月）小中一貫合同研修会（午後カット） 

13日(水）薬物乱用教室  

18日(月) 授業参観・学校保健委員会・学級ＰＴＡ 

19日 (火 ) 教育相談週間～28日、３年三者面談 

20日(水) 期末テスト部活動停止～28日  

27日(水) 期末テスト～29日

地域が育む「かごしまの教育」県民週間 

    自由参観日　10月28日（月）～11月1日（金） 

　　　　　　　９：００～１５：００ 

〇　期間中は自由に御参観ください。 

〇　来校時は、受付（職員室） にお声かけ　
　ください。

「
空
想
科
学
読
本
」
柳
田

　理
科
雄 

作 

　世
の
中
に
あ
る
い
ろ
い
ろ
な
現
象
を
科
学
的
な
視
野
で
検
証
し
、

紹
介
し
て
い
る
本
で
す
。「
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
が
敵
を
倒
し
、
空
に
飛
ん

で
帰
る
と
き
に
『
キ
ラ
ー
ン
』
と
光
る
の
は
な
ぜ
か
」「
ア
ニ
メ
の
ピ

ッ
チ
ャ
ー
が
よ
く
投
げ
る
『
消
え
る
魔
球
』
は
ど
の
よ
う
な
原
理
で
投

げ
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
実
際
に
投
げ
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
」
な
ど

の
内
容
を
い
ろ
い
ろ
な
数
式
等
を
利
用
し
て
解
説
し
て
い
ま
す
。

面
白
い
の
で
ぜ
ひ
読
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

お薦めの一冊 

小薗謙一郎先生

※※里中学校ホームページhttp://www.edu.satsumasendai.jp/sato-j/及び里中学校公式ブログhttp://blog.goo.ne.jp/sato-j_2012も御覧ください※※

令和６年度　『顔には笑顔　胸には感謝　背中には誇り』　鹿児島県薩摩川内市立里中学校

おめでとう 

薩摩川内市「あいさつ運動」ポスター・標語作品展 

　　　標語の部 　　　優秀賞   橋口 妃奈乃 


